























家の松居松葉が新派俳優の河合武雄らと旗揚げした公衆劇団によって 1913 年 10 月に東京
帝国劇場で上演された際、その前後にホフマンスタールと松居および森鷗外との間で交わ
された書簡の一部を著者が発見したことにある。 




















かが、本論文第１章から第 IV 章の中心的なテーマとなっている。 
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第 III 章 ホフマンスタールの日本像とその変遷 
第 1 節では、ヨーロッパにおいてジャポニスムが流行した 19 世紀以前の日本への関心の
変遷、第 2 節でホフマンスタールも一員だった 19 世紀末の「若きウィーン派」の活動とジ



















































































ロッパ共同体の思想や戦争肯定論を展開している。第 5 節の 2 で考察した第一次世界大戦




























第 IV 章 非西欧的身体表現 























































































1920 年代以降、ホフマンスタールの人生最後の約 10 年間の活動に日本との直接・間接的
関係は見あたらない。彼の中でも日本への関心が薄らいでいったと考えられる。 














第 V 章 松居松葉による『エレクトラ』日本初演 
 この章では、明治・大正期の日本におけるホフマンスタール受容を整理し、1913 年の
『エレクトラ』東京公演に向けた松居松葉とホフマンスタールの往復書簡の内容を検討






歴史的意義を考察した。      





















表 1 松居松葉とホフマンスタールの往復書簡 
松居⇒HｖH HｖH⇒松居 松居の行動 書簡の現在の保管場所 
第１信   不明 
 返信 1913年 6月 29日 翻訳書にこの返
信の写真を掲載 
不明 
第２信 1913 年 8 月   FDH 内ホフマンス
タール資料室 
第３信 





表 1 のように、1913 年 10 月の公演までに松居はホフマンスタールに少なくとも 3 回、
書簡を送り、ホフマンスタールからは 1 回返信を受け取っている。 
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鷗外は 1914 年 5 月、顧問をしていた「新古典劇場」という松本苦味率いる劇団の第一回
公演のために、『オエディプスとスフィンクスと』を改訳し、その上演と出版の許可を求め
てホフマンスタールに手紙を送り、返事を受け取っている。この公演は実現しなかったよう













































































     
